
8月です！熱中症には気を付けましょう。 
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「夏バテ知らずの体レシピ」 

「平和っていいなぁ」 

「怪」 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

『いちばんわかりやすい五臓六腑のととのえ方 』  

水田 小緒里/監修   

河出書房新社（一般）498.58/イ 

 

 

『日本の食卓』 幕内 秀夫/著，野崎 洋光/著  

アスペクト （一般）596.2/ﾏ 

 

 

『水木さんの「毎日を生きる」』 水木 しげる/著 

朝日新聞出版（一般）726.1/ミ 

 

 

『いのちと平和の話をしよう』日野原 重明/著 

日本放送出版協会（一般）914.6/ヒ 

 

 

『検索禁止』 長江 俊和/著  

新潮社（一般）049 /ナ 

 

 

『厭な小説』 京極 夏彦／著 

祥伝社（一般）F6/キ 
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今年も暑い夏がやってきました。マスクをつけている

と気付かない内に脱水になっている事もあります。喉

が渇いていなくてもこまめに水分補給をし、屋外では

人と 2メートル以上離れてマスクを外す等『新しい生

活様式』を取り入れながら夏を乗り切りましょう。 
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日 月 火 水 木 金 土 

1 2 3 4 5 6 7 

8 9 10 11 12 13 14 

15 16 17 18 19 20 21 

22 23 24 25 26 27 28 

29 30 31     

 

 

下関市立菊川図書館  

〒750-0317 下関市菊川町下岡枝１９３－8 

TEL ：083-287-0102  FAX：083-287-0202 

り 
 

 

8 月号 

館 
 

書 
 

2021 年 8 月発行 

 

図 
 

 ●今月の特集のテーマは・･･       

＝休館日 

       

●開館時間  

９：００～１８：００ 

★8月の図書館カレンダー 

【8月の行事】  

        なし 

        

 

＝菊川読書の日 23日 



『星影さやかに』  古内 一絵‖著 文藝春秋 （一般） F6/フ 

      オリンピックの一か月後、良彦の父は他界した。心 

      を病み、非国民と陰口をたたかれていた父。何事に 

も興味を示さないように見えた父だが、ハプニング 

的な展開となった閉会式だけは最後まで見たらしい。 

妹に渡された父の日記には、死を求めながら生きて 

きた父の姿があった。ある旧家の戦前戦後の物語。 

    

 

   

前月号の答え 
 

川棚に墓がある絶世の美女 

・・・ 小野 小町 ！ 

 

 

Ｑ・山口県の最高峰、寂地山の標高は東京スカイツリー

より高い？低い？ 

 

 

ヒント： 『山口県の山』 

  中島 篤巳/著，金光 康資/著，樋岡 栄一/著  

 山と溪谷社 

（一般） 291.77/ヤ 

  

『保存版 防災ハンドメイド 100均グッズで作れちゃう！』  

辻 直美‖著 KADOKAWA （児童） 369/ツ 

 

着 図 

貸出中の場合は、予約をご利用ください。予約のお申込は、 

窓口や電話、図書館のホームページからも出来ます。 

 

書 
『にくのくに』 はらぺこめがね‖作 

教育画劇(児童) E/ハ 

今日は、肉の国一番の王さまを決める大事な日。ロース 

トビーフ王、カラアゲ王、ハンバーグ王に、テリヤキチ 

キン王…。自分と、自分の愛する肉料理が一番だと譲ら 

ない王さまたち！そこへ、スキヤキ王が現れて……。今 

年の読書感想画コンクールはこの一冊で決まり！ 

挑 戦 ！ ！  雑 学 ク イ ズ コ ー ナ ー ！ ！ 

このコーナーでは、山口県に関するクイズをお出しします

 
 

『家事のしくみを、整える』 主婦と生活社(一般) 590/イ  

      どんな日にでも付き纏う家事。もし、その家事から

解放されて、自分だけの時間が持てたなら・・・。

本書では、いろいろな方の「いつもの家事」をご紹

介。毎日をうまく回す人の「自分だけの家事」を参

考に、日頃当たり前に繰り返しこなしている家事を

改めて見直すきっかけになる本です。 

 

新 

豪雨、台風、地震などの自然災害に備えるための防災

グッズ。買わなくても簡単に作ることができます！ 

事前に準備しておくと良いものから、災害が発生して

からでもできる身の回りの物の活用法まで。 

被災地での活動経験を持つ筆者が紹介！ 


